
下水道管路施設の緊急点検結果について（令和 7年 3月実施） 

 

 埼玉県で発生した下水道管の破損による陥没事故を受け、国土交通省より大規模な処理場（日最大

処理量 300,000 ㎥/日以上）に接続する管径（直径）2.0ｍ以上の下水道管路を対象に、緊急点検の

実施が要請された。本市の下水道管路は、この対象外であるものの、管径（直径）1.0ｍ以上の管路

における管閉塞時の影響の大きさを考慮し、市独自で点検を実施した。 

 

＜点検調査の概要＞ 

項目 内容 

調査場所 県道 69号宗像玄海線 

（稲元 4 丁目（池田橋）～三郎丸 1 丁目（黒町踏切）約 1.7 ㎞（図面 1 赤線部）） 

経過年数 約 44年（昭和 56年設置） 

管底までの深さ 約 4m～9m 

調査方法 自走式大口径 TVカメラによる管内映像調査 

実施時期 令和 7年 3月（夜間） 

※調査については、汚水の流量が多く、有害ガスの発生も見込まれるなど、職員等が管内に立ち入る

ことが非常に困難な状況であるため、作業時の安全面と衛生面の確保を最優先に考え、大口径 TVカ

メラ調査を採用した。 

 

 
（図面 1 管径（直径）1.0ｍ以上の管路図） 

 

＜調査結果＞ 

調査の結果、管内のズレ・ひび割れ・腐食等、緊急対応を要する異常は確認されなかった。 

この映像記録は保存し、今後の維持管理に活用する。 

 

   
    （写真 1 調査結果）       （写真 2 調査結果）        （写真 3 調査結果） 

 

＜今後の対応＞ 

 本市では、ストックマネジメント計画に基づき、計画的に点検調査を実施しており、特にポンプに

よる圧送管の吐出先マンホール等については、5年に 1回以上の定期点検を実施中である。令和 7年

度は、管径（直径）1.0ｍ以上の未点検区間（約 3.7km（図面 1 青線部））についても調査を発注予定

であり、引き続き、安全・安心な下水道インフラの維持管理を実施する。 
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